
様式第１号（第４条関係）
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２■施策の担当課による評価結果　　　　　 
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平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

基本施策コード成人・老人保健

８１．９（％）

　高齢者が、要支援・要介護状態へ移行することを予防するため、高齢者の社会参加の機会を増加さ
せる。

達成率(％)
指標の定義

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

１－１施策の名称

１－２担当

１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

実績値（単位）
全期間（平成２３年度～平成２７年度）

８２．０（％）　健康診断や保健指導など健康づくり施策に対する満足度

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

２―１―１　

総合評価

Ａ

　生活習慣病予防や健康づくり活動事業に対す
る市民満足度を表す指標

平成２２年度評価
（前期の成果）

担当課評価

Ａ

目標値（単位）達成率(％)

高齢者福祉課長
加藤誠

　保健福祉「健康で安心して暮らせるふれあい・支えあいのまちづくり」

評価票作成者

〃

〃

　参加者（延べ）１，３１６人と２０１０年の目標値（１，１４０
人）をクリアしている。

高齢者福祉課

　健康

　参加者（延べ）１，１７５人と２０１０年の目標値（１，１４０
人）をクリアしている。

　参加者（延べ）１，１８３人と２０１０年の目標値をクリアしてい
る。
　参加者（延べ）１，２６５人と２０１０年の目標値（１，１４０
人）をクリアしている。

施策評価票番号 16

基本成果指標名

健康福祉部

既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方

８１．０（％） １０１．１（％）

前期（平成１８年度～平成２２年度）

評価の内容

〃

　高齢化社会の到来による特定高齢者施策としての「ねん
りん倶楽部」必要性の共通認識を持つ。

今後の環境変化を踏まえた課題認識
　地域での事業のため、高齢者が気軽に集える事業としなければなら
ない。

〃

〃

施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

〃

　高齢者が外出し、社会参加を行うことは、心身ともに健康維持に大きな役割を果たす。既存事業の拡大を視野に入れるために、「ねんりん倶楽部」を積極的に実施していく。

● 施策評価の判定基準

Ａ ： 施策の目的を効果的に達成しているので継続する

Ｂ ： 施策推進の実施手法等に改善の必要がある



３■参考情報

番号
担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価 実績値

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

1 Ａ 1 Ａ Ａ 1 Ａ 105（人） Ａ 1 Ａ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

実績値

123（人）ねんりん倶楽部活動事業 ねんりん倶楽部参加者数　125（人） ９８(人)

　平成２２年度

事務事業名称 成果指標と最終目標値(単位) 実績値

施策を構成する事務事業の評価情報 　平成２０年度 　平成２1年度


